
仁
朗
ξ
顧
み
て

公
晨
　
坂
永
二
郎

梅
番

る

季

節

と

な

り

ま

し

た

。

ご

町

内

の
皆

様

に
は

、

お

元
気

で
お
暮

ら

し

の
事

と

お

暮
び

申

し
上

げ

ま

す

。

私

も

平
成

三
年

よ

り

自

治

会

長

と

言

う

要

職
を

引

き

受

け

、

最

早

六
年

と
な

り

ま

す

が

、

此

の

間

大

過

な

く
無

事

に
過

ぎ

ま

し
た
事

は
、

町
内

皆

様

の
絶

大

な

る

ご

協

力

の
賜

と

、

感

謝

す

る

次

第

で
ご

ざ

い
ま

す
。さ

て
、

任

期

中

の
事

業

を

報

告

い

た

し

ま
す

。
一
，

平
成

二
年

よ

り

五
年

ま

で
、

西
新

井

四

号

線

（
一
六

〇
ｙ

）

の

道

路

拡

幅

及
び

排

水

側

溝

工
事

。

一
，

平
成

三
年

よ

り

八
年

ま

で
、

石

上

用
排

水

の
大

工

事
完

了
。

一
，
平
成

三
年

、

町

内

須
永

昇
様

の
土

地
を

借

り

、

ス

ポ

ー

ツ

公
園

を

設

立

。

一
，

平
成

五
年

、

待

望

の
十

字

路

に
信

号
機

（
点

滅

）

と
、

通

学

路

に
自

線

を

引

く

。

一
．

平
成

四
年

、

神

社

前

よ

り

五

〇
号

測

道

ま

で
道

路

拡

幅

（
五

〇

〓

）

側

溝

工
事

を

行

う

。

つ
づ

い

て
、

町
内

行
事

を
報
告

し
ま
す

。

一
，
恒

例

の
納

涼

祭

は

、

毎

年

七

月

の

最

終

日

曜

日

に

、
演

歌

歌

手

等
を

招

き

、

福

引

き

抽

選

会

を

行

い
、

年

々

盛

大

に

な

り

ま

し

た
（́

、
ｂ
“
７

会
偽
会

平
成
九
年
三
月
三
〇
日

時
…
午
後

一
時
よ
り

於
‥
自
治
会
館

一
，
敬

老

会

は
、

九

月

自
治

会

館

で

行

い

、

平
成

七

年

ま

で
は

、

敬

老

者

八

０
名

位

が

、

平
成

八
年

に

は

一
〇
六

名

と
な

り

、

年

々

増

員

し
、

高

齢

化
社
会

を

反
映

し

て

お

り

ま

す

。

一
，
秋

の

山

辺
体

育

祭

に
は

、

平
成

三
年

よ

り

三
年

連

続

優

勝

と

い

う

、

町
内
始

ま

っ
て
以
来

の
成

績

を

上

げ

ま

し

た

。

尚

こ

の
年

は

、

少

年

野

球

が

三
本

、

少

女

ソ

フ

ト

・
山

辺

体

育

祭

と

計

五

本

の

優

勝

旗

を

頂

き

ま

し

た

。

一
，

文

化

祭

は
、

足

利

地

区

に

も

例

が

な

く

年

々

出

品

者
も

多

く
な

り

、

当

日
は

八

木

節
を

始

め

、

琴

の

会

・
茶

の

湯

を

催

し

更

に

恒

例

の

【
つ
る

し
鍋

】

を

振

る

舞

い

益

々
盛

大

に
な

り

ま

す

。

以
上

色

々

と

申

し
上

げ

ま

し

た

が

、

私

は
就

任

と

同
時

に

、　
こ

の
西
新

井

町

に
住

ん

で
良

か

っ
た

と

思

う

行

政

を

考

え

て
ま

い
り

ま

し
た

が

、

よ
う

や

く
実

行

に
現
れ

た

事

を

喜

ん

で
お
り

ま

す

。

此

か

ら

も

町

内

の
益

々

の
発

展

と

町

民

皆

様

の
、

ご

多

幸

を

お

祈

り

い

た

し

ま

す

。

臼
ム
罐

革ゞ
|

厳
, Ｌ

（一　

ｙ

ｉ
ｎ
ｙ

町

／
ヽ
ｌ

Ａ
Ｉ，
Ｖ
ヘ
ツ
１
３
監
ｒｉ
Ｖ
晨
ザ
ー

ヽ

い
ツ
“
‘
′
ｌ
ｒ
ヽ
１‐
Ｖ
晨
一７
１
“
憔
”
Ｖ
Ｌ
ン
ー
ー

防
犯
え
一逍
神

長
　
細

口
勇
件

交
通

安
全
協

会

の
活

動

に
対
し

て
は
、

町
内

の
皆

様

に

は
、

あ

た

た

か

い

ご

理

解

と
ご

協

力

を

頂
き

ま

し

て
、

心

よ

り

お

礼
申

し
上

げ

ま
す

。

ま

た

、

こ

こ
数

年

高

齢

者

に

よ

る

交

通
事

故

の
犠

牲

者

が

急

増

し

て
お

り

ま

す

。

山

辺
支

部

も

、

【
シ

ル
バ

ー

ド

ラ

イ
パ
ー

ズ

ク

ラ
ブ

】
を

地

区

の
皆

様

の

ご

協

力

に
よ

り

、

七

月

二
十

四

日

に

発

足
す

る

こ
と

が

出
来

ま

し

た
。

西
新

井

分

会

は

、

十

一
月

十

七

日

に

カ
ー
プ

ミ
ラ
ー

の
清
掃

を

行

い
ま

し
た
。

こ
れ

を

機

会

に
、

交

通

事

故

の
な

い

町

内
を

目
指

し

た

い
と

思

い
ま
す

。

会 計 調 べ

９

２

８

８

　

　

５

３

７

９

　

　

４

９

隣 組

世帯数

隣 組

世帯数

隣 組  1
世帯数  1

隣 組

世帯数

26
14

27
9

進 峰 M
29

9

合 計世 帯 数

368

６

９

４

２

３

２

　

　

２

４

　

　

９

２

２

８

１

３

　

　

８

５

１

９

　

　

０

８

　

　

７

２

16
5

20 21
6 17

22
8

24
18

25
10

13-1
14

13-2
9

23

８

０

２

１

く
路
考
攻

に
洛
う副

券
長
　
須
永
　
昭

横

手

橋

、

モ

ナ

リ
ザ

美
容

室

周

辺

の

変
則

交

差

点

に

、

信

号

機

設

置

の

工
事

が
始

ま

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

此

の
交

差

点

は

、

昔

、

私

も

朝

の
通
学

時

の
安

全

を
願

っ
て
、

旗

持

ち

当

番

の

経

験

が
あ

る
が

、

そ

の
当

時

で
さ

え
も

危

険
な

個

所
と

の
記
憶
が

あ

る

。

歴

代

の
自
治

会

長

、

ま

た

、

関
係

者

の
努

力

に
よ

っ

て
、

横

手
橋

の
拡

張

・

側
道

の
建

設
等

部

分

的

改

善

は

な

さ

れ

た
が

、

依

然
交

通

事

故

の
不

安

解

消

に

は

至

っ
て

い

張

工

事

は

、

工
事

と

聞

い

回

の

交

差
点

拡

な

思

い
切

っ
た

平

成

七

年

十

一
月

、

山

辺

公

民
館

に

於

い

て
、

市

長

と

の
懇

談

会

が

開

催
さ

れ

た

時

、

此

の

箇

所

の
拡

張

整

備

を
、

西
新

井

町

の
要

望

事

項

と

し

て
発

言

し

た

一
人

と

し

て

、

私

た

ち

の

要

望

、

長

年

の

懸

案

事

項

の
解

決

に
熱

意

を

持

っ

て
対

処

実

現
さ

れ

た

、

市

長

に
敬

意

と

大
き

な

拍

手
を

送

り

た

い
。

八

幡

・
西
新

井

線

は

、

五

十

号

線

か

ら
足

利

市

に
入

る

、

南

の
幹

線

道

路

と

し

て

、

市

と

し

て
も

整

備

し

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
だ

ろ

う

。

幹

線

道

路

の

土

地

を

買

い

上

げ

て
拡

張

工

事

す

る
か

、

ま

た

、

区

回
整

備
事

業

で

実

施

す

る

か

、

将

来

我

々
も

二
者

択

一
を

せ
ね
ば

な

ら

な

い
時

期

が

到
来

す

る

だ

ろ
う
。

現

在

は

経
済

不

況

の
折

り

で

も

あ

る
が

、

子
供

達

の

幸

福

と
、

安

全

を

願

う
親

と

し

て
、

ま

た

、

町
内

に
住

む

人
達

の

為

に
も

、

安

心

し

て
住

め
る

町
造

り
を

考

え

ね
ば

な

ら

ぬ
時

期

に
来

て

い
る
か

も

し
れ

な

い

。

最

近

の
交

通

事

故

増

大

と

相

候

っ
て

考

え

さ

せ

ら
れ

る

今

日

こ

の

頃

で
す

。

て 大 な

い 掛 い

る か
°

°
り今

ヽ

亀
穐

,
f

|



告

さ

せ

て

た

だ

き

ま

し

た

。

試

毎

を

新

で ん

う

心

よ

り

お
願

に
成

長

し

て
行

く

子
供

逮

、

一
人

一
人

全

員

の
好
プ

レ

ー

の
場

画
が

、
今

で
も

鰺

一轟

に

は

っ
き

り

と
焼

き

付

い

て

い

ま
す

。

五

年

前

須
永

治

夫

さ

ん

が

監
督

を

さ

れ

て

い
た

と

き

、

足

利

で

重
位

に

な

り

ま

し

た

歴
史

と

い
う

も

の
は

な

が

る

で
す

。

こ

れ

ま

で
寄

せ

た

多

く

の

先
輩

と

指

導

力

の

購
が

、

今

回

の

偉

成

し

遂
げ

た

も

の
と

信

。

本

当

に

あ

り

が

と

う

ま

し

た
。

―

ド

の
中

で
断

魔

の
警

様

よ

り

の

お

祝

い
、

現
永

華

議

さ

が

撮

っ
て

く

れ

た
、

縦

漂

繁

舞

奮

の
記

念
写

真

撮

影
、

鱚

々
、

本

当

名

（
女

子

工
名

）

と
多

く

の

参

加

頂

い

お
り

ま

す

。

然

し
、

体

格

は

チ
ー

ム

に
比

べ

て
小
撮

り

で

一
見

弱

な

チ
ー

ム

で

し

た
。

然

し

そ
れ

頑

彊

っ
た

の

で
す

。

八

年

度

成

績

三

二
勝

三
敗

一
分

を他け

足

利

市

の

［
町

内
対
抗

少
年

野
球

大

［
山

辺
地

区
少

年

野
球

大
会

］

［
早

川
山
鳩

旗

杯

少
年

野
球

大
会

］

［
山

辺

。
矢

場

地

区
育

成
会

少
年

野

大

会

］

の

四
大

大

会

に

出

場

、
優

勝

〓

回

・
準

機

艤

一
回

と

い
う

、

未
営

有

の

成

果

を

挙

げ

ま

し

た
。

申

で
も

七

月

に

行
わ

れ

た

。

足

利
市

内

対

抗

少
年

野

球

大
会

に

お

い
て
、

西

井

町

が

初

優

勝

を

成

し
遂

げ

ま

し
た
。

決

機

の
相

手

は

同

地

区

の

八
蠅

一
．

．
一

に

感

謝

に

耐
え

ま

せ

ん
。

子
供

達

も

少

丁

目

で
し
た

。

内

容

は
劇

的

な

大

逆

転

勝

奪

時

代

の
思

い

出

と

―
）
て
、
　
一
生

憲

れ

ち

で

、

出

蝠

七

０

チ
ー

ム

の

頂
点

に
立

っ

る

こ
と

は

な

い

と

思

ひ
ま

す

。

た

の

で
す

。

本

球

壕

で
応

援

し

て
く
れ

た

　

今

後

と

も

、

子

供

遣

の
鍵

金

な

弯

成

父

量

の
皆

さ

ん

は

、
プ

レ
ー

毎

に

一
〓暑

一　
の

た

め

、

ご
指

導

ご

淮

縫

犠

り

ま

す

よ

憂

、

本

当

に

手

に

汗
を

握

る

い

い
試

合

で

し

た

。

最

後

ま

で
議

め

な

か

っ
た

子
供

達

が

勝

っ
た

の

で
す

。

田

中
志

美

主

将

・
鮪

本

大

介

投

手

・
関

谷

拓

朗

捕

手
を

中

心

に
六

年

生

が

一
九

と

な

り

、

五
年

生

も

量

け
ず

に

ガ
♂ ♂

西
新
井

町
少
年
野
球
部
部
長

爾
一

，繁

橙
彎

擁
嘔

冑

成

会

少

年

野

球

頑

張

つ
た

成

果

が

機

艤

に

つ
な

が

っ
た

部

が

、
昨

年

大

活

の

で
す

。

躍
を

し

ま

そ

の

一
端

す

。

部

員

鸞

機|ごヽヽじ″― ヽ

パ ざ ま 業 者 ら も
レ い す を の れ の

、ゴ
ミ
の
令
刺

に

つ
い
て

標
健
衛
褒
系
で
髯烈
　
咸
僣
　
ぐ

顧

鰤

井

野

の
ゴ

ミ

ス

テ

ー

シ

富

ン

の

分

別

状

況

を

舅

た

場

合

、

ど

う

感

じ

螢

す

か

？

ル

ー

ル
を

守

れ

ば

収

纂

後

は

経

羅

に

な

っ

て

榛

る

は

ず

で
す

。

爆

鍵

委

員

の

立

場

で

斃

て

歩

き

ま

す

と

、

ル

ー

ル
違

反

が

数

力

所

舅

晏

け

ら

れ

ま

す

。

平

成

八

年

一
〇

月

よ

り

贅

繭

リ

サ

イ

ク

ル

の

方

針

で

、

〔
重

種

十

三

分

剛

〕

と

大

変

難

し

く

な

り

ま

し

た

。

饉

明

会

も

婆

縫

、

各

家

鷹

に

は

分

鰺

数

が

Ｎ

布

さ

れ

て

卜

壕

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

違

反

ゴ

ミ

餞

し

で

残

さ

れ

て

い
る

、

・糧

大

ゴ

ミ

、

ゴ

ミ

袋

鶴

が

敷

は

さ

れ

て

い

る

場

状

で

す

。

特

に

蟻籠
大

ゴ

ミ

は

、

ス

テ

ー

シ

ヨ

ン

に

出

す

こ

と

は

轟

来

な

い

の

で

す

が

、

未

だ

に

出

す

饉

鷹

が

あ

り

、

ル

ー

ル
違

反

の

資

色

難

が

鰺

ら

れ

、

残

さ

れ

て

し

ま

っ

て

い

る

。

自

治

盗窓
で
も

一
部

瀧

化

を

し
ま

し
た

が

、
き発
全

機醐
化

ま

で

に
奎

っ

て
お

り

ま

せ

ん

。

「

内

の

普

様

に

、

次

の

三

嶼

囲

を

ご

協

力
い
た

だ

き

た

く

お

鰺

い

数

し

ま

す

。

一
．

ゴ

ミ

を

出

す

場

合

は

、

各

蒙

麗

に
観

布

さ

れ

て

い

壕

分

類

験

を

必

ず

確

範

し

て

、

収

集

目

と

分

類

が

含

っ

て

い

る

事

を

舅

定

め

る

。

二

，

ゴ

ミ

は

構

定

さ

れ

た

饉

彗

蟻

に

収

繁

目

の
午

前

八
誇

半

ま

で

に
出

す

事

。

（
指

定

日

以

外

は

絶

対

に

感

き

な

い

）

一塁
，
ゴ

ミ

収

築

が

お

終

わ

っ
た

後

に
、

自

分

が

出

し

た

ゴ

ミ

が

残

っ

て

い

な

い

か

、

臨

分

の

国

で

確

灯

す

る

よ

う

に

お

願

い

し

ま

す

。

（
残

っ

て

い

た

ら

持

ち

帰

つ

て

収

集

目

に

纂

魔

出

す

）

以

上

を

警

人

が

守

っ

て

掛

た

だ

き

、

溝

驚

で

，
明

る

く

。
饉

み
良

い

西

艤
劉
難

魏

に

す

る

た

め

に

、

ご

協

力

お

な

い

申

し
あ

げ

螢

す

。

棒

爾

尋

よ

り

棒
育
押
薇

輻

憾
勝
男

平

成

八
年

度

は

、

山

辺
地

区

体

育

大

轟雷
に

見

事

優

勝

を

勝

ち

取

る

こ
と

が

出

来
ま

し
た

。

町

内

一
人

一
人

の
種

櫂
的

な
舞鐵
撞

へ
の
義参
加

と

、

熱

の

人

っ
た
応

機

の

成

果

と

思

い
ま

す

。

体

弯

部

も

小

さ

な

改

革
を

行

い
、

ソ

フ
ト

ポ

ー

ル
部

‘
纏

歩

会

・
ゴ

ル

フ
部

二
部
轟な
が

体
冑
都

と

一
体
化
し

ま

し
た

。

《
ソ
フ

ト
ポ
ー

ル
部

エ
ン
ゼ

ル
ス
）

。

昨
年

度

は
、

藩

発

な

活

動

で

山

辺

地

区

ソ
フ

ト
ポ

ー

ル

大
会

に

て
、

『
慾

鰺

』

の
緊
置
を

獲
得

し
ま

し
た
。
役

員

の
方

、

お
父

さ

ん

お

母

さ

ん

に

は
、

大

畿
築
お
世

話

に

な

り

ま

し

た

。

《
饉

歩

会
》

両

毛
新

間

に

掲

載

さ
れ

る

は

ど

に
、
種

極

的

に

活
動

し

て
お
り

ま
す

。

毎

爾
躍

回

の
動

八
時

よ

り

自
治

ふ奮
館

前

に
集

ま

り

ま

す

。

皆

様

の
参
鑢

を

お

待

ち

し
ま

す

。

《
ゴ

ル

フ
部

嚢

球

会

》

役

員

の
大
変

な

る

努

力

に
よ

っ
て
、

西
新

井

町

第

一

回

コ

ン
ペ
が

十

二
月

に

開
催

で
き

ま

し

た
。

嚢

好
者

の
方

の
多

加
を

お
待

ち
申

し
上

げ

ま
す

。

今

後

も

纏
機

の
充

実

を

固

り

、

期

待

に
応

え

ら
れ

る

よ

う

に
致

し

議

す

。

ご

跨
肉

の
皆

様

の

ま
」
協

力

を
費

後

と

も

、

宣
敷

お

な

い
致

し
ま

す

。

イ
諄
一一κ
”Ч
藝
・１
４
嗜
禽̈
せ
願
‥
′̈
〕ンｎ
磁
，
１
■
、
６
越
髯
１
／．Ｓ
Ａ
響
、▲
―
′秘
殿
ｏ
Ｖ
“

七
月

号

の
新

入

生

に

警

籐

昴

平

君

が

記

入

麗

れ

で

し
た

お

詫

び

し

て
追

加

致

し

ま

す

。

二
二

組

合

の

須

永

茂

毅

さ

ん

の

電

話

番

号

訂

正
を

お
艤

い

し
ま

す

七

一
―
上
〈

一〈

一
五

で
す

。

八
年

度

会

計

収

入

一
．　
六

四
九

．　
六

七

八

円

・
残

高
〓

五

二

．

０

五

九

円

に

お

謹

び

し

て

訂

正

。

嬢

集

後

記

八
年

度

末

の
計
鳩
報

お
層

け

し

ま

す

。

ご

意

見

投

稿

お

待

ち

し

て
お

り

ま

す

。

ス

糧

尋

撓

　

小

辣

み

雄


